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をモニターを見ながら状況変化に対応していきます。この
シミュレーション訓練を行ったのち、実動訓練に入ってい
きます。
　実動訓練は３ブースに分かれ、屋内訓練場では消防本
部員が第１、第２、第３現場の情報整理及び各機関との
調整、指揮隊及び小隊で第２現場のシミュレーション訓練
を行い、屋外訓練場では30名の実動部隊が第３現場の街
区火災対応訓練を行い、他の学生が訓練統制及び安全管
理員を担い、訓練を安全且つ円滑に進めていきます。
同訓練では、刻一刻と状況が変化していくよう複数の現示
旗、発煙筒及び関係者役を訓練統制が操り、本当の災害
現場さながらに訓練が進められていきます。正しい消火戦
術では火勢縮小、消防力劣勢の局面では火勢拡大してい
き、40分に及ぶ訓練を実施していきます。
　また、今回は消防研究センターの「火災現場におけるド
ローンを用いた情報収集に関する調査・実験」と思惑が
合致したため、ドローンで訓練風景を俯瞰的に空撮すると
ともに、ウェアラブルカメラを大隊長、中隊長に取り付け、
指揮者がどのような
視点で指揮を執って
いるのかといった多
くの情報を収集する
ことができました。
　研修を終えた学生
のアンケートからは、
「実際にやってみて難しさを痛感した」「全国どこでも起こ
りえる災害であるが、なかなか訓練に取り入れることがで
きず参考になった」「シミュレーション訓練と実動訓練が
即座に繋がり非常によかった」等、有益であったと評価す
る意見が多く寄せられました。
　今後は、消防大学校で修得した幅広い高度な知識や技
術に加え、全国から集まったかけがえのない仲間から得た
情報を活かし、警防業務における指導者及び組織の幹部
として、全国各地で活躍することが期待されます。

　消防大学校では、警防業務に関する高度の知識及び技
術を専門的に修得し、警防業務の教育指導者等としての
資質を向上させることを目的に、専科教育警防科の教育
訓練を実施しています。令和元年度上半期は、第105期（令
和元年６月５日から７月24日まで）60名の学生が、所定
の教育訓練を終え無事卒業しました。
　今回は、警防科において新たに実施した「街区火災対
応訓練」について紹介します。
　警防科では上記目的を果たすため、現場指揮並びに安
全管理に重点を置き、様々な講義で見聞を広めつつ、小
隊指揮訓練から中隊・大隊訓練へとスモールステップで
指揮能力の向上を目指していきます。中でもカリキュラム
終盤に組み込まれている学生企画訓練及び街区火災対応
訓練は、本教育訓練の集大成と位置づけております。
　街区火災対応訓練導入の経緯は、平成28年12月に発生
した糸魚川市大規模火災を受け、消防大学校でも木造密
集地等の活動困難区域を想定した実践的な現場指揮能力
の向上を目的としたことにあります。火災初動時における
現場指揮の重要性を理解させるとともに確実な現場指揮
が執れるよう、平成30年度に街区ユニットを３棟整備し
既存の訓練棟と組み合わせ街区火災対応訓練ができる環
境を整えつつ、実動訓練
の効果を高めるために当
校のシミュレーションシ
ステムを用いた街区火災
対応シミュレーション訓
練のプログラムを新たに
構築しました。
　授業では、まず総務省消防庁から通知された「強風下
における消防対策について」の講義を進め、続いて街区
火災のシミュレーション
訓練を行います。既に第
１現場で街区火災が発災
したところから訓練を開
始し、消防本部、指揮隊、
各小隊に分かれ、その後
発災する第２、第３現場
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問合わせ先
　消防大学校教務部
　TEL: 0422-46-1712現示旗に従い延焼阻止を図る
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問合わせ先
　消防大学校教務部
　TEL: 0422-46-1712

問合わせ先
　消防大学校調査研究部
　TEL: 0422-46-1713

　消防大学校では、消防本部等における消防防災体制の
強化のための知識・技術の向上に資するために、「消防
研修」を昭和40年（1965年）10月に創刊、毎年2回発
行し、各都道府県、消防学校、消防本部等に配布してい
ます。
　消防研修第106号では、「ハラスメント対策」をテー
マに特集しました。
　ハラスメントは同じ職場で働く者に対して、職務上の
地位や人間関係などの職場内の優位性を背景に、業務の
適正な範囲を超えて精神的・身体的苦痛を与える、また
は職場環境を悪化させる行為であります。

　これは、住民を守るべき消防にはあるまじき事態であ
り、あらゆるハラスメントを撲滅し、明るい職場の実現
をめざしていく必要があります。
　また、消防という職務の特殊性からハラスメントを生
みやすい土壌となりうることもあります。
　そこで今回の消防研修では、「ハラスメント対策」を
特集テーマとして、ハラスメント規制法や職場ハラスメ
ントの説明・解説、ＬＧＢＴへの対応や日頃から必要と
なる取組などを掲載しました。
　消防研修最新号は、消防大学校ホームページにも掲載
しています。

消防研修第106号（特集：ハラスメント対策）
の発行

消防研修第106号（特集：ハラスメント対策）の主な掲載内容

●消防におけるハラスメント防止のための管理職のマネジメント
　　（公財）21世紀職業財団認定ハラスメント 防止コンサルタント　　　　　　
　　（一社）日本産業カウンセラー協会認定 産業カウンセラー　加藤　勝雄

●ハラスメントのない職場をめざして
　　（公財）東京都人権啓発センター　大野　精次

●消防職員に係るハラスメント対策について
　　消防庁消防･救急課　職員第一係長兼職員第二係長兼教養係長　田村　俊雅


